
平成平成平成平成24242424年度年度年度年度　　　　事務事業評価事務事業評価事務事業評価事務事業評価____事務事業調書事務事業調書事務事業調書事務事業調書　（　（　（　（評価対象事業評価対象事業評価対象事業評価対象事業））））

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

1.9

9.6決算額

繰越額

56,942

81,275

0 0

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
費
／
千
円

H23（2011） H24（2012）

59,297予算額

区分

事
業
要

員

タ
イ
プ

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

図書館管理運営事業図書館管理運営事業図書館管理運営事業図書館管理運営事業

開始年度 0 終了年度 9999

図書館法

目的 市民生活、郷土の産業、文化と暮らしなど市民の生活全般にわたって、図書館サービスを提供し、市民の教育と文化の発展に
寄与する。
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事業名

部署名 文化の館

時代に適確に対応した、図書資料を収集・整理・保存して、市民の利用に供する。図書館サービスの充実を図る。

事業コード

231
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活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

一般会計

補助（県）事業

物件費（投資的）

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

図書館開館日数 目標値 342342342342 337337337337 342342342342 342342342342 342342342342日

実績値 342342342342 343343343343

図書貸出者人数 人 目標値 120000120000120000120000 120000120000120000120000 120000120000120000120000 120000120000120000120000 120000120000120000120000

計算
根拠

図書貸出者人数

実績値 127298127298127298127298 122305122305122305122305

達成率
（％）

106.1106.1106.1106.1 101.9101.9101.9101.9

実数値

ランク ＡＡＡＡ AAAA

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

図書館の充実

実施施策

2033

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

入館者数が年間30万人、1日平均で900人、また市民の図書館利用登録率も70％を
越えている状況で、多くの市民が日常的に利用している。

根
拠

事業名 図書館サービス

主体 福井県立図書館

鯖江市民への直接的なサービスが必要である。

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

図書館法により図書館の利用対価を徴収できないので、民間事業とすることは困
難である。また、資料の収集において偏向しないことや知的水準の維持も求めら
れているので行政が行う必要がある。

根
拠

根
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有
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性
効
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・
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果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ある

不可能

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

経費を限界まで削減してきているので、これ以上の削減余地はない。根
拠

国・県等の補助制度が存在しない市単独事業であるため、これ以上は望めない。

根
拠

蔵書の充実、レファレンスサービス（調べもの）において、質の向上は常に求め
られる。

根
拠

市民の知的財産である蔵書の収集・保管のため、図書
システムの更新を図り、市民のより良い利用をすすめ
ていく。

維持維持維持維持
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【平成25年度　方向性】

市民の心を豊かに培う図書館として、市民により良い
サービスの提供を進めていきたい。

平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

その他
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